




〔l)楡ltwによう河床仏下ヒ窃上するための九留エ

織電1lI11ム :11魃 lllな ,電譜」夕lfご島ふ二鳥二襲愚ドlL島襟】|よ1母
あぐItめt〔ふ電工として用ぃた。この宝験布唱いこ格譲時ド逮べるが′末留ユ上下)れtておけ
る〕たれの機幕疑桐べ,これと上F19tt積の状えとの鳴保と来ηι・・
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国-4 守さ4辞Pずヽックと用、ヽたネ電■の実島負
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図一∫ 中さ4凧Pずロックの巣電工
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(2)繭 嘔■i(頭 昔■ )下 丸 0)た混防止■ (・| |ヽ「■ きItは,K藻工 )

図-5は その一報詢1であるが群tし`ことは議演時に述べる。
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図-5 中 室4脚 ザDリクの水1'■(7KネI)

冷■でに得ら樵F(実験ネや槃lミよれば′中ら432Pづロックとネ留工ならずt(程回ユtミ用う

ろさと1す非常に右効′̀ことが分った。 た だ症tすべきことは(社のブロッ7でも層H兼)
ザ●ッ7:抱■の下'社端は＼頷爽 ■が人切である。
中さ4附 ずヽ もクでtまえ月以上ttイ史用する場合lミt■́乃目o下)れ端のプロッ7の水干寺「
(1:稔

i跨譲蔦itll'ち(偶案rr]二争fi)臨ぞブロック相ユと栞易
に調断キ土棄る。また中左ヤ|(十モkl丁っことも可含ヒである。
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図-6 中さ4ル7プロッ
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7ぼ層積(2んの文物 )
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